
【
５
月
】

１
日
（
金
）
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新

教
育
委
員
会
制
度
で
県
内
６
市
町

（
長
浜
市
、
近
江
八
幡
市
、
草
津
市
、

守
山
市
、
野
洲
市
、
日
野
町
）
が

新
教
育
長
に
移
行
。

・

本
県
14
歳
以
下
の
年
少
人
口
は
20

万
６
５
８
０
人
で
総
人
口
の
14
・

６
％
（
県
発
表
、
４
月
１
日
現
在
）
。

沖
縄
県
に
次
い
で
全
国
２
位
。

２
日
（
土
）
滋
賀
・
憲
法
の
つ
ど
い
（
大

津
市
）

７
日
（
木
）
行
政
や
専
門
機
関
が
情
報
交

換
す
る
「
大
津
市
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
に
よ
る
い
じ
め
対
策
会
議
」

発
足
。
初
会
合
。

８
日
（
金
）
小
２
の
長
男
を
鍵
つ
き
の
鎖

で
柱
に
つ
な
い
だ
と
し
て
、
逮
捕

監
禁
の
罪
に
問
わ
れ
た
長
浜
市
の

父
親
に
大
津
地
裁
は
有
罪
判
決
。

父
親
は
無
罪
を
主
張
し
控
訴
。

13
日
（
水
）
「
県
立
学
校
い
じ
め
問
題
調

査
委
員
会
」
本
年
度
初
会
合
。

14
日
（
木
）
大
津
市
総
合
教
育
会
議
第
３

回
会
合
。
い
じ
め
が
原
因
で
自
殺

し
た
中
２
男
子
生
徒
の
父
親
が

「
教
育
会
議
が
全
国
の
手
本
と
な
っ

て
ほ
し
い
」
な
ど
を
要
望
。

18
日
（
月
）
滋
賀
労
働
局
発
表
、
今
年
３

月
に
県
内
高
校
を
卒
業
し
た
生
徒

の
就
職
内
定
率
は
、
前
年
比
０
・

５
ポ
イ
ン
ト
増
の
98
・
６
％
に
。

１
９
９
７
年
以
来
18
年
ぶ
り
の
高

水
準
。

23
日
（
土
）
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度

導
入
な
ど
に
反
対
す
る
「
図
書
館

を
考
え
る
大
津
市
民
の
会
」
が
講

演
会
。

25
日
（
月
）
県
内
の
公
立
幼
稚
園
で
唯
一

３
年
保
育
を
実
施
し
て
い
な
い
大

津
市
は
、
民
営
を
含
む
認
定
こ
ど

も
園
へ
の
移
行
を
視
野
に
３
年
保

育
化
の
検
討
を
始
め
る
。

27
日
（
水
）
甲
賀
市
教
委
、
学
校
再
編
計

画
を
発
表
。
小
学
校
は
現
23
校
か

ら
12
校
に
。
幼
・
保
育
園
は
幼
保

一
体
型
園
化
を
進
め
、
旧
町
地
域

に
一
つ
の
公
立
園
を
。
中
学
校
は

現
６
校
の
ま
ま
と
し
て
い
る
。
計

画
期
間
は
10
年
間
。

28
日
（
木
）
野
洲
市
の
市
立
保
育
園
で
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
３
才
女

児
に
誤
っ
て
料
理
を
提
供
。
女
児

は
体
調
不
良
で
病
院
に
搬
送
。

31
日
（
日
）
第
６
回
ひ
こ
ね
ピ
ー
ス
フ
ェ

ス
タ
（
県
立
大
）

【
６
月
】

１
日
（
月
）
大
津
市
総
合
教
育
会
議
、
堅

田
中
で
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
生

徒
か
ら
意
見
を
聴
い
た
。

「
県
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

会
」
本
年
度
初
会
合
。

２
日
（
火
）
県
内
の
全
県
立
学
校
の
校
長

が
「
イ
ク
ボ
ス
」
宣
言
。
一
斉
宣

言
は
全
国
初
。

６
日
（
土
）
滋
賀
民
研
第
28
回
総
会
（
大

津
市
）

10
日
（
水
）
大
津
市
内
の
高
校
の
１
年
男

子
生
徒
、
公
園
で
自
殺
。

・

子
育
て
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
草

津
市
、
学
童
保
育
の
待
機
児
童
対

策
と
し
て
民
設
ク
ラ
ブ
を
増
や
す

方
針
を
掲
げ
、
民
間
事
業
者
を
公

募
す
る
も
難
航
。

16
日
（
火
）
県
教
委
、
来
年
度
の
県
立
高

校
入
学
者
選
抜
要
項
を
発
表
。
一

般
選
抜
は
３
月
９
日
で
、
統
合
に

よ
っ
て
４
校
が
募
集
停
止
、
２
つ

の
新
校
が
募
集
を
始
め
る
。
推
薦
・

特
色
選
抜
は
２
月
４
日
に
実
施
。

18
日
（
木
）
大
津
市
立
小
の
２
教
諭
、
酒

気
帯
び
運
転
で
懲
戒
免
職
。

22
日
（
月
）
県
総
合
教
育
会
議
、
県
内
の

進
学
塾
な
ど
の
代
表
者
を
招
き
、

公
教
育
や
教
員
に
求
め
ら
れ
る
役

割
を
検
討
。

24
日
（
水
）
甲
賀
市
教
委
、
小
学
校
統
廃

合
計
画
の
住
民
向
け
学
区
説
明
会

を
来
月
か
ら
開
始
す
る
と
発
表
。

25
日
（
木
）
県
教
委
、
来
春
開
校
す
る
統

合
２
校
の
教
育
内
容
を
公
表
。
彦

根
翔
西
館
高
は
「
ス
ポ
ー
ツ
」
、

長
浜
北
高
は
「
英
語
」
を
特
色
と

す
る
。

戦
争
法
案
を
め
ぐ
り
、
国
会
周
辺
は
連

日
人
の
波
が
う
ね
る
。
若
く
は
つ
ら
つ
と

し
た
声
が
響
く
。
18
歳
選
挙
権
に
は
不
安

も
あ
る
が
期
待
が
膨
ら
む
。
政
治
教
育
は

高
校
の
先
生
の
課
題
で
は
済
ま
な
い
。
小

学
校
の
課
題
で
も
あ
る
。
昔
と
違
っ
て
児

童
会
に
選
挙
制
度
が
な
い
学
校
が
多
い
か

ら
で
あ
る
。
小
学
校
か
ら
主
権
者
教
育
を

見
直
す
べ
き
時
代
が
来
た
。
（
Ｙ
・
Ｋ
）
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今
、
国
会
で
は
安
保
関
連
法
案
（
「
戦
争

法
案
」
）
が
審
議
さ
れ
、
９
割
の
憲
法
学
者

が
憲
法
違
反
だ
と
表
明
し
、
多
く
の
国
民
が

不
安
を
抱
く
な
か
、
衆
議
院
で
採
決
が
強
行

さ
れ
ま
し
た
。
安
倍
政
権
は
、
「
戦
争
法
案
」

成
立
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
戦
争
す
る
若
者

を
つ
く
る
た
め
、
子
ど
も
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
、
「
戦
争
は
必
要
だ
」
と
か
、
「
先
の

戦
争
は
正
し
か
っ
た
」
と
い
う
教
科
書
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
育
鵬
社

と
自
由
社
が
発
行
す
る
中
学
校
の
歴
史
と
公

民
の
教
科
書
で
す
。
こ
の
夏
は
、
来
年
か
ら

４
年
間
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
を
各
地

の
教
育
委
員
会
で
選
定
・
採
択
さ
れ
ま
す
。

歴
史
は
、
今
の
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
、

公
民
は
５
年
生
か
ら
中
学
２
年
生
の
子
ど
も

が
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

滋
賀
県
で
も
、
一
時
期
「
つ
く
る
会
」
の

教
科
書
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
２
０
０
５

年
に
、
県
教
育
委
員
会
が
「
つ
く
る
会
」
の

歴
史
教
科
書
を
採
択
し
、
県
立
河
瀬
中
学
校

に
押
し
つ
け
ま
し
た
。
４
年
後
に
、
「
市
民
・

保
護
者
の
会
」
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

全
国
で
唯
一
「
つ
く
る
会
」
教
科
書
採
択
を

く
つ
が
え
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
育
鵬
社
・

自
由
社
の
教
科
書
は
、
県
内
で
は
使
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

２
０
１
１
年
に
、
育
鵬
社
の
教
科
書
は
、

採
択
を
ひ
ろ
げ
、
全
国
で
４
％
に
及
ん
で
い

ま
す
。
で
は
、
育
鵬
社
の
教
科
書
は
、
ど
の

よ
う
な
教
科
書
で
し
ょ
う
か
。
ひ
と
こ
と
で

言
え
ば
、
「
戦
争
賛
美
」
「
改
憲
推
進
」
の

教
科
書
で
す
。
歴
史
で
は
、
「
ロ
シ
ア
の
東

ア
ジ
ア
で
の
軍
備
増
強
を
こ
の
ま
ま
認
め
れ

ば
、
我
が
国
は
存
立
の
危
機
を
む
か
え
る
」

と
、
「
戦
争
法
案
」
に
も
あ
る
「
存
立
危
機

事
態
」
で
あ
っ
た
と
し
て
、
日
露
戦
争
を
正

当
化
し
、
戦
争
反
対
の
声
に
は
一
切
ふ
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
韓
国
併
合
後
の
朝
鮮
の
変
化

の
表
を
か
か
げ
、
日
本
が
朝
鮮
に
善
政
を
行
っ

た
か
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦

争
に
つ
い
て
も
、
「
ア
ジ
ア
独
立
へ
の
希
望
」

と
い
う
見
出
し
を
つ
け
、
「
日
本
軍
の
勝
利

に
、
東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
の
人
々
は
独
立

へ
の
希
望
を
強
く
い
だ
き
ま
し
た
」
と
、
美

化
し
て
い
ま
す
。
公
民
（
安
保
法
案
は
合
憲

で
あ
る
と
し
た
百
地
章
氏
も
執
筆
者
）
で
は
、

安
倍
首
相
の
写
真
が
15
箇
所
も
掲
載
さ
れ
、

ま
さ
に
「
安
倍
政
権
の
広
報
誌
」
で
す
。
さ

ら
に
、
各
国
の
憲
法
改
正
回
数
を
比
較
す
る

表
を
載
せ
、
改
憲
に
誘
導
す
る
意
図
が
露
骨

で
す
。
基
本
的
人
権
よ
り
、
社
会
の
秩
序
を

優
先
さ
せ
た
り
、
国
防
の
義
務
の
な
い
平
和

主
義
は
異
例
と
す
る
な
ど
、
自
民
党
の
改
憲

草
案
と
通
じ
て
お
り
、
と
て
も
中
学
生
が
学

ぶ
べ
き
教
科
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

育
鵬
社
・
自
由
社
の
教
科
書
採
択
を
許
さ

な
い
た
め
、
現
場
の
意
見
を
尊
重
す
る
よ
う

に
各
教
育
委
員
会
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

８
月
の
委
員
会
の
会
議
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う
。

（
や
つ
み
み
ふ
み
ゆ
き
）
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滋

賀

の

教

育

動

向

2015年

５月
６月

「
戦
争
賛
美
」
「
改
憲
推
進
」
の
教
科
書
を

採
択
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

滋
賀
歴
史
教
育
者
協
議
会

八
耳

文
之

・「戦争賛美」「改憲推進」の教科書を採択
させてはならない／八耳 文之 …P1

・主権者教育と政治的中立性～18歳選挙権の
実現を受けて／家長 隆 …P2,3

・滋賀県の障害児教育諸学校がかかえる困難
と課題／海藤 尚武 …P4,5

・第73回不登校・登校拒否を考える会、野田
正人さん講演概要報告／鎌田 ユリ …P6

・教育研究所全国交流集会in奈良の報告、民
研活動の意義と展望／茶谷 淑子 …P7

・教育動向 5・6月／丹部 …P8
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